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この2年ほどのコロナのせいで家の中でゴロゴロ、仕方なく終活のため物置き小屋を片付けていたら、
60年ほど前に無邪気に遊んでいた古い古いカメラを見つけ出した。
手にとってみると私と同じで年取ったせいか動きは少し鈍ったけれどまだまだ立派に作動する。
大したものだ。面白半分に近頃サロンに持ち込んだ処、友人が「遺品だ!」と叫んで喜んだ。
上手いことを云う、まさに私の青春の心の遺品だ!

役に立たないものは捨ててしまえと人は云う、でもどうしても捨てきれない。あの日ファインダー越しに覗いた
別世界、青春の光と影。見えないものが見えた気がした。まるで世界を征服した勇者かのようにもう万能の力を
得た怖いものなしの自分、カメラを持てば正に無敵、何にでも向かっていけた。今までの暮らしでは見られない
魔法の箱、光と影を操り時間も止めて(制御して)非日常に出会える不思議な不思識な魔法の箱。15歳の少年は
その小さな魔法の箱の虜になった。
非日常に魅せられた少年は、あいにくフィルムがない時も空のカメラを持ち歩きシャッターを切り続けた。
何回も何回も、そして何回も、壊れるほどに。

やがて時は過ぎて青年に為った頃、薄明光線(別名レンブラント光線)にも魅せられて美しいものばかりを追い
求めていたけど、ある時どうしても写らないものがあることに気づき矛盾が始まる。風や空気、温度や匂い。
世の中にはまたまだ見えないものが一杯あって、私の力量ではどうしても捕らえ切れなかった、未だに答えは
見つかっていない。まさに私の置き忘れた青春の光と影である。

60年ぶりに手にした古いカメラは想像以上に重かった。まばゆいばかりの光の中で走り回った元気だったあの頃、
無邪気な自分に戻ってもう一度野山を駆け巡りたい、時の重みを感じながらそう願っているこの頃です。

明けましておめでとうございます。今年初めてのサロンはたくさんの方にお越しいただきました。
年末年始の出来事、今年の抱負、新メンバーさんの自己紹介など、皆さん話が弾んでいました！
2月のサロンはコロナの感染者数が増えているため、お休みになります。
2月以降は未定ですが、再開の際は陽だまり新聞にてお知らせします。サロンはお休みですが、新聞で情報共有
ができたらと思っています。
12月のサロンで盛り上がった、イセさんカメラたち。そのお話を今回エッセイで届けてくれました。
それでは、皆さま、今年もどうぞよろしくお願いいたします。

よっちゃんと

グチさんからの

蜜柑

イセさんの愛妻

きよちゃんからの

おつまみ

光さんがプレゼントしてくれたマイクで

今年の抱負を発表中のイセさん♪
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カラオケマイクと鏡餅があって、

私の今年の抱負も自然と出てきました。

素敵なご夫婦との出会いまで★

とても幸せな新年会サロンでした。

（サロンスタッフ：まりんちゃん）

こんにちは。先日、初めて陽だまりに

参加させていただきました。

皆さんの元気、笑顔にパワーをいただきました。

ありがとうございました。

　（サロンスタッフ：タケさん）

ミュージカル風にパチリ！

手にとってみたり。

サバイバーのエッセイ


　

青春のかけら



O h a n a・陽だまりメンバー　



イセさん

どうやって使うの？

どれどれ・・・

先月号でお知らせしていた「イセさん」のカメラ秘話！
素敵なエッセイにしたためてくれました。
イセさんが「再会した」このカメラで写真を撮って欲しいな・・・どんな写真になるの
かな・・・と色々想像しました。。。1つ1つのモノに思い出が生きてますね。

青春を共にしたカメラ

癒やしブース

＊受付中＊


